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国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
案
参
照
条
文

○
船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
（
抄
）

第
一
条

左
ノ
船
舶
ヲ
以
テ
日
本
船
舶
ト
ス

一

日
本
ノ
官
庁
又
ハ
公
署
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

二

日
本
国
民
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

三

日
本
ノ
法
令
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
ル
会
社
ニ
シ
テ
其
代
表
者
ノ
全
員
及
ビ
業
務
ヲ
執
行
ス
ル
役
員
ノ
三
分
ノ
二
以
上
ガ
日
本
国
民
ナ
ル
モ
ノ
ノ
所
有

ニ
属
ス
ル
船
舶

四

前
号
ニ
掲
ゲ
タ
ル
法
人
以
外
ノ
法
人
ニ
シ
テ
日
本
ノ
法
令
ニ
依
リ
設
立
シ
其
代
表
者
ノ
全
員
ガ
日
本
国
民
ナ
ル
モ
ノ
ノ
所
有
ニ
属
ス
ル
船
舶

○
商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
（
抄
）

第
二
百
十
一
条
ノ
二

他
ノ
株
式
会
社
ノ
総
株
主
ノ
議
決
権
ノ
過
半
数
又
ハ
他
ノ
有
限
会
社
ノ
総
社
員
ノ
議
決
権
ノ
過
半
数
ヲ
有
ス
ル
会
社(

以
下
親
会
社

ト
称
ス)

ノ
株
式
ハ
左
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
其
ノ
株
式
会
社
又
ハ
有
限
会
社(

以
下
子
会
社
ト
称
ス)

之
ヲ
取
得
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

一

株
式
交
換
、
株
式
移
転
、
会
社
ノ
分
割
、
合
併
又
ハ
他
ノ
会
社
ノ
営
業
全
部
ノ
譲
受
ニ
因
ル
ト
キ

二

会
社
ノ
権
利
ノ
実
行
ニ
当
リ
其
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
必
要
ナ
ル
ト
キ

②
～
⑤

（
略
）

○
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
（
抄
）

第
五
条

船
舶
所
有
者
ハ
第
二
条
第
一
項
ノ
規
定
ノ
適
用
ア
ル
船
舶
ニ
付
同
項
各
号
ニ
掲
グ
ル
事
項
、
第
三
条
ノ
船
舶
ニ
付
満
載
吃
水
線
、
前
条
第
一
項

ノ
規
定
ノ
適
用
ア
ル
船
舶
ニ
付
無
線
電
信
等
ニ
関
シ
国
土
交
通
省
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
左
ノ
区
別
ニ
依
ル
検
査
ヲ
受
ク
ベ
シ

一

初
メ
テ
航
行
ノ
用
ニ
供
ス
ル
ト
キ
又
ハ
第
十
条
ニ
規
定
ス
ル
有
効
期
間
満
了
シ
タ
ル
ト
キ
行
フ
精
密
ナ
ル
検
査
（
定
期
検
査
）

二

定
期
検
査
ト
定
期
検
査
ト
ノ
中
間
ニ
於
テ
国
土
交
通
省
令
ノ
定
ム
ル
時
期
ニ
行
フ
簡
易
ナ
ル
検
査
（
中
間
検
査
）

三

第
二
条
第
一
項
各
号
ニ
掲
グ
ル
事
項
又
ハ
無
線
電
信
等
ニ
付
国
土
交
通
省
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
改
造
又
ハ
修
理
ヲ
行
フ
ト
キ
、
第
九
条
第
一
項
ノ
規

定
ニ
依
リ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
満
載
吃
水
線
ノ
位
置
又
ハ
船
舶
検
査
証
書
ニ
記
載
シ
タ
ル
条
件
ノ
変
更
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
其
ノ
他
国
土
交
通
省
令
ノ

定
ム
ル
ト
キ
行
フ
検
査
（
臨
時
検
査
）

四

船
舶
検
査
証
書
ヲ
受
有
セ
ザ
ル
船
舶
ヲ
臨
時
ニ
航
行
ノ
用
ニ
供
ス
ル
ト
キ
行
フ
検
査
（
臨
時
航
行
検
査
）

五

前
各
号
ノ
外
一
定
ノ
範
囲
ノ
船
舶
ニ
付
第
二
条
第
一
項
ノ
国
土
交
通
省
令
又
ハ
国
土
交
通
省
令
・
農
林
水
産
省
令
ニ
適
合
セ
ザ
ル
虞
ア
ル
ニ
因
リ

国
土
交
通
大
臣
ニ
於
テ
特
ニ
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
行
フ
検
査
（
特
別
検
査
）
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２
（
略
）

○
漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
漁
船
」
と
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
日
本
船
舶
を
い
う
。

一

も
つ
ぱ
ら
漁
業
に
従
事
す
る
船
舶

二

漁
業
に
従
事
す
る
船
舶
で
漁
獲
物
の
保
蔵
又
は
製
造
の
設
備
を
有
す
る
も
の

三

も
つ
ぱ
ら
漁
場
か
ら
漁
獲
物
又
は
そ
の
製
品
を
運
搬
す
る
船
舶

四

も
つ
ぱ
ら
漁
業
に
関
す
る
試
験
、
調
査
、
指
導
若
し
く
は
練
習
に
従
事
す
る
船
舶
又
は
漁
業
の
取
締
に
従
事
す
る
船
舶
で
あ
つ
て
漁
ろ
う
設
備
を

有
す
る
も
の

２
～
３

（
略
）

○
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
港
湾
管
理
者
」
と
は
、
第
二
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
港
務
局
又
は
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体

を
い
う
。

２

こ
の
法
律
で
「
重
要
港
湾
」
と
は
、
国
際
海
上
輸
送
網
又
は
国
内
海
上
輸
送
網
の
拠
点
と
な
る
港
湾
そ
の
他
の
、
国
の
利
害
に
重
大
な
関
係
を
有
す

る
港
湾
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
い
、
「
特
定
重
要
港
湾
」
と
は
、
重
要
港
湾
の
う
ち
国
際
海
上
輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
特
に
重
要
な
港
湾
で
政
令

で
定
め
る
も
の
を
い
い
、
「
地
方
港
湾
」
と
は
、
重
要
港
湾
以
外
の
港
湾
を
い
う
。

３
～
９

（
略
）

○
海
事
代
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
三
十
二
号
）
（
抄
）

別
表
第
二(

第
一
条
関
係)

一

船
舶
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）

二

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）

三

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）

四

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）

五

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
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五
の
二

港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）

六

港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）

六
の
二

海
上
交
通
安
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
五
号
）

七

造
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）

八

海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

九

前
各
号
に
掲
げ
る
法
律
に
基
く
命
令

○
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
三
条

(

略)

二
～
八

（
略
）

九

タ
ン
カ
ー

そ
の
貨
物
艙
の
大
部
分
が
ば
ら
積
み
の
液
体
貨
物
の
輸
送
の
た
め
の
構
造
を
有
す
る
船
舶
及
び
そ
の
貨
物
艙
の
一
部
分
が
ば
ら
積
み

の
液
体
貨
物
の
輸
送
の
た
め
の
構
造
を
有
す
る
船
舶
で
あ
つ
て
当
該
貨
物
艙
の
一
部
分
の
容
量
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
容
量
以
上
で
あ
る
も

の(

こ
れ
ら
の
貨
物
艙
が
専
ら
ば
ら
積
み
の
油
以
外
の
貨
物
の
輸
送
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。)

を
い
う
。

十
～
十
七

(

略)

○
船
舶
の
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
（
抄
）

（
国
際
総
ト
ン
数
）

第
四
条

国
際
総
ト
ン
数
は
、
条
約
及
び
条
約
の
附
属
書
の
規
定
に
従
い
、
主
と
し
て
国
際
航
海
に
従
事
す
る
船
舶
に
つ
い
て
、
そ
の
大
き
さ
を
表
す
た

め
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
指
標
と
す
る
。

２

前
項
の
国
際
総
ト
ン
数
は
、
閉
囲
場
所
の
合
計
容
積
を
立
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
数
値
か
ら
除
外
場
所(

開
口
を
有
す
る
閉
囲
場
所
内
の
場
所
で
あ
つ

て
、
当
該
開
口
の
位
置
、
形
態
又
は
大
き
さ
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
合
計
容
積
を
立
方
メ
ー
ト

ル
で
表
し
た
数
値
を
控
除
し
て
得
た
数
値
に
、
当
該
数
値
を
基
準
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
係
数
を
乗
じ
て
得
た
数
値
に
ト
ン
を
付
し
て
表
す

も
の
と
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
」
と
は
、
国
民
生
活
及
び
社
会
経
済
の
安
定
等
の
公
共
上
の
見
地
か
ら
確
実
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
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要
な
事
務
及
び
事
業
で
あ
っ
て
、
国
が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
直
接
に
実
施
す
る
必
要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、
民
間
の
主
体
に
ゆ
だ
ね
た
場
合
に
は
必
ず

し
も
実
施
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
又
は
一
の
主
体
に
独
占
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
も
の
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
わ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
こ
の
法
律
及
び
個
別
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人
を
い
う
。

２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
海
技
大
学
校
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
二
号
）
（
抄
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
条

大
学
校
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

船
員
に
対
し
船
舶
の
運
航
に
関
す
る
高
度
の
学
術
及
び
技
能
を
教
授
す
る
こ
と
。

二

船
舶
の
運
航
に
関
す
る
高
度
の
学
術
及
び
技
能
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。


